
【From Kobe ２０２２年４月  神戸里山walk春便り 】 2022.4.27. 

     新生の息吹に目を向けて もう自分たちの時代ではないと知りつつも 厳しい時代を前向いて 

  

 

 

 

 

       

コロナ禍の中 やっと収束の兆し ポストコロナを見据えてきたこの春いろんな事がありました。 

中でもウクライナへのロシアの侵略と戦争の現実に、「こんなことが今 わが身の身近で起こるのか・・」と涙する毎日です。 

こんなにリアルにまた切実感をもって戦争の脅威がまざまざと。いかにぬるま湯の中にいるかがまざまざと。 

激変する地球環境の課題も待ったなし。 否応なしに地球人であることを思い知らされた激動の新時代 立ち止まってはいら

れない。 お届ける神戸からの春便り コロナ禍の中で 足慣らしもかねて出かける西神戸の里山歩き。 

思わぬ発見もあって 日々変化する素晴らしい春の絶景・春景色。今回の更新はそんな西神戸の移り行く春を Photo Album

と勝手なスライド動画集に。  ほっと一息 心地良きひととき 皆様のエネルギーの手助けにでもなれば・・・・ 

2022.4.27. From Kobe  Mutsu Nakanishi 
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           本年春 西神戸のさとやまでながめた春の絶景  

 
1. 春の妖精 カタクリの花  西神戸 神出 雌岡山 カタクリの里で  2022.4.6. 

   

私の一番好きな春の花のひとつ 

早春 日陰の斜面で真正面に林立して、冷たい

風に立ち向かい身を震わせる愛らしい姿に 

心揺さぶられる。 

ずっと毎春 原チャリ走らせ、通った佐用弦谷の

カタクリの里へも足が遠のき、またこの里の人

たちが守ってきた雌岡山のカタクリ栽培地も高

齢化とこのコロナ禍で 花が随分減少し、消え

てしまうのか…と。 

数年ぶりに訪れ、数は減りましたが、元気な姿

が見られました。 また昔のようにカタクリの花

が咲き誇る里に復活してほしいと。 

 

2. 年々見られなくなったレンゲ畑  西神戸山麓バイパス  伊川谷小寺の里の田園で 2022.4.18. 

   
年々みられなくなってきた里の原っぱ一面をピンクに染めるレンゲ畑  今年は思いもよらず 毎週末 家内が農家の 

朝市に出かける伊川谷小寺の里のレンゲ畑  車からはよくわからないのですが、walkのたまもの。 

ふと「花かんざしのかわいいチビさん どこから来たの…」の歌を口ずさみつつ、原に寝転んで・・・・ 

花言葉は「心が和らぐ」「幸福」   レンゲ畑復活の兆し 野原一杯にひろがつてほしいなっぁ・・・・ 
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３. 本年の桜便り 京都洛北八瀬の山桜と 神戸の街桜 地下鉄大倉山 宇治川楠谷 川沿いの散歩道  

 

   京都洛北八瀬 2022.4.1. 

 

     神戸宇治川の散歩道 

◆ 比叡山の西山麓 洛北八瀬の山桜  何度も四季折々墓参を兼ねて訪れる八瀬ですが、芽吹きの山と桜は初めて 2022.4.1. 

   

   ◆ 神戸の街桜 地下鉄大倉山 宇治川楠谷 川沿いの散歩道  2022.4.5.  

   

      

4. 神戸フルーツの主生産地 押部谷 性海寺の里山の春景色 2021.4.7. 

   

樹勢回復の加療３年目の 

神戸の一本桜「奥平野の舞桜」 

すぐ上の丘から見下ろす「舞桜」

元気に花を咲かせていますが、あ

の優雅華やかな舞姿を見られるに

はまだまだかかりそうです 



   

   

   

5. 西六甲縦走路 鉄拐山山腹のミツバツツジ 

   

   

    

   須磨六甲の象徴 今年も新緑の樹林の中で咲く ピンクの三つ葉つつじ 花言葉は「節制」 



6. 鵯越の道  若草の丘の裏 白川峠から伊川源流をさかのぼってひよどり台へ  

  

  

 

     
 



7. 妙法寺 車集落の田園地で  2022.4.22.  

 

 

   

  



妙法寺川の源流地で、自宅のある若草の丘と南の緑ヶ丘の

間に広がる車集落の田園地。東には南北に延びる鵯越の尾

根 西には横尾山から北へ 白川台・白川峠へと丘が続き、

周囲 いずれの丘も もう新しい住宅地に整備されている

中で、ここだけがすっぽり家のない貴重な散策路 緑の田

園地。かつて、幕末には神戸亜炭の主生産地として、開港

神戸港を支えたという。なぜ ここだけが取り残されたの

か???   良く知らないが、四季折々私の散歩道。 

北へ丘を登ったとところに車集落があり、その端に鎮守大

歳神社があり、巨樹大楠が見下ろしている。四季折  々 い

つも眺めに行く散歩道でもある。 

この新緑の季節は特にきにいった散歩道  

高取山への登り道です。 

 

 

 

  我が家の庭や門先も 春の花で 春爛漫  毎日 さあ どこへ歩こうかと楽しみ。  

長時間歩くと痛みがでた足も、骨折した骨も問題なしの健診結果を得て、靴を変えたり、足の手入れも教えてもらって 

随分楽に。また、白内障手術の眼も回復順調。 久しぶりに乗った原チャリの視野も随分広くなった感じ。 

衰えた足の回復で、もう 山歩きもできそう。 夏にはとうでができるかなあ・・・・ 

何はともあれ、このまま順調にコロナ収束を期待しています。 

◆ これらの西神戸２０２２春の絶景のwalk  スライド動画・ Photo Album にしてHP個 f々ile掲載しています。  

風来坊・COUNTRY WALK  <4月春便り更新2022.4.27. New掲載記事リスト>  

https://infokkkna.com/ironroad/walk22list.htm 

https://infokkkna.com/ironroad/walk22list.htm
https://infokkkna.com/ironroad/walk22list.htm
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５年ぶりという 国内各地を飛行中の飛行船が高倉山を越えて西へ 

もう 何年振りか 久しぶりに飛行船 それも頭の上を越えてゆきました  ２０２２.４．９.午後 

 

   

高倉山の上から孫たちに「今 高塚山の方へ 飛行船飛んでいったよ」とLine連絡 

山の上ではどこに乗ってるのやろか?  燃料は何やろか?   

下から 空気温めて・・・ そら違うわ とかとか大騒ぎ 

久しぶりに見る飛行船 言うことはみんなばらばら  真偽のほどは…… 

みんな 久しぶりの飛行船。 昔はよく飛んでいて 空から宣伝やってましたね  

 その前はドイツの飛行船や等々談義が弾みました。 

  真っ青な空に飛ぶ飛行船 年寄りには本当に懐かしい。 

  孫たちは夕方 TVのニュースで知ったが、残念ながら見られなかったと。 

 

2022.4.9.午後 高倉山(おらが山)の山上で  Mutsu Nakanishi 


